
○概　評

③項目評価を通じて気づいた点

　事業所の問題点や改善点が再確認できた。

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入
してください。

①非該当にした項目　

　5-（1）-①1.2.3.4　該当者がいないため　　　　　　5-（1）-⑥1.2.3.4　該当者がいないため

　5-（1）-②1.2.3　該当者がいないため　　　　　　　5-（1）-⑦1.2.3.4　該当者がいないため

　5-（1）-③1.2.3　該当者がいないため　　　　　　　5-（1）-⑧1.2.3.4　該当者がいないため

　5-（1）-④1.2.3　該当者がいないため　　　　　　　5-（1）－⑨1.2.3　該当者がいないため　　　　　

　5-（1）-⑤1.2.3.4　該当者がいないため

②独自に必要と思われる評価項目

　5-（2）-①　5
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

継続

終了

3-（1）-①-8
作業の月別・年別業務実績について口頭での報
告に留まり、視覚的に理解できる工夫が不十分
だった。

令和８年４月から令和９年３月まで

5-（8）-①-3
年2回の調理活動を実施し、事前にアンケートを
行った上で全員で役割分担をして買い物や当日
の調理活動に取り組むことができた。

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項目
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）
内容および進捗状況
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【参考様式】

策定日： 令和８年 　2月5日

事業・サービス名： 生活介護 就労継続支援B型

施設・事業所名： 能登川作業所

自己評価項目
評価
結果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責 任 者
備　　考

(必要な予算等)

4－（7）①

利用者の健康管理マニュ
アルがない、日常生活の
中に体操や運動のプログ
ラムは用意されている
が、歯みがき指導のプロ
グラムは用意されていな
い。

職員を対象に歯みがき指導
に関する知識や支援方法の
理解を深め、適切な口腔ケ
アが行える体制を整える。
その上で利用者一人一人の
状態や特性に配慮しなが
ら、正しい歯みがきの機会
を提供し、口腔衛生の保
持・向上を目指す。

令和９年３
月まで

西澤
後閑A

サ ー ビ ス 改 善 計 画 書

　5-（2）-①　5
障害特性や健康に対する
学習会が実施できていな
い。

健康に対する学習会を支援
員だけではなく、利用者に
も参加してもらい、健康に
対する知識を一緒に深めて
いく。その他にも健康維持
を目的にからだを動かす機
会を設け、健康に対する意
識を高めていく。

令和９年３
月まで

西澤
後閑C
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